
－1－ 

平成２３年１０月相模原市教育委員会定例会 

 

○日  時 平成２３年１０月２０日（木曜日）午後２時３０から午後２時５８分まで 

○場  所 相模原市役所 教育委員会室 

○日  程 

１．開  会 

２．会議録署名委員の決定 

３．議  事 

日程第 １（議案第４９号） 相模原市立博物館協議会委員の人事について（生涯学習

部） 

日程第 ２（議案第５０号） 相模原市スポーツ振興審議会委員の人事について（生涯

学習部） 

日程第 ３（議案第５１号） 相模原市スポーツ推進審議会委員の人事について（生涯

学習部） 

日程第 ４（議案第５２号） 相模原市スポーツ推進委員の人事について（生涯学習

部） 

４．閉  会 

 

○出席委員（５名） 

委 員 長  溝 口 碩 矩 

委員長職務代理者  小 林 政 美 

教 育 長  岡 本   実 

委 員  斎 藤   文 

委 員  大 山 宜 秀 

 

○説明のために出席した者 

教 育 局 長  村 上 博 由  教 育 環 境 部 長  浅 見 行 彦 
 
学 校 教 育 部 長  小 泉 和 義  生 涯 学 習 部 長  白 井 誠 一 
 
教 育 局 参 事  林     孝  教 育 総 務 室  細 谷 正 行 
兼教育総務室長           担 当 課 長 
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生涯学習部参事兼  八 木   博  ス ポ ー ツ 課  菊地原   真 
ス ポ ー ツ 課 長           担 当 課 長 
 
スポーツ課主事  江 口 竜 太  スポーツ課主事  斉 藤 健 一 
 
生涯学習部参事  井 上 明 夫  博物館総括副主幹  木 村 知 之 
兼 博 物 館 長 
 

○事務局職員出席者 

教育総務室主査  井 上 大 輔  教育総務室主事  越 田 進之介 
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午後２時３０分 開会 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□開   会 

◎溝口委員長 それでは、ただいまから相模原市教育委員会１０月定例会を開会いたします。 

本日の出席委員は５名で定足数に達しております。 

本日の会議録署名委員に、大山委員と小林委員を指名いたします。 

はじめにお諮りいたします。本日の会議を公開の会議とすることでよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

◎溝口委員長 では、本日の会議は公開といたします。 

傍聴人の方はお入りいただいて結構です。 

（傍聴人入場） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市立博物館協議会委員の人事について 

◎溝口委員長 それでは議事日程に基づき、これより日程に入ります。 

日程１、議案第４９号、相模原市立博物館協議会委員の人事についてを議題といたしま

す。 

提案理由の説明を求めます。 

○白井生涯学習部長 議案第４９号、相模原市立博物館協議会委員の人事について、ご説明

申し上げます。 

このたび、相模原市立博物館協議会委員１０名の任期が、平成２３年１１月１９日をも

って満了となりますので、博物館法第２１条の規定により、後任の委員を委嘱するため提

案するものでございます。 

この博物館協議会は、博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して

意見を述べる機関でございます。 

また、その委員につきましては、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資

する活動を行う者並びに学識経験のある者の中から、任命することとなっております。 

それでは、議案の名簿をご覧ください。 

名簿の右から２番目の欄にございます選出区分につきましては、別紙参考資料、博物館

協議会委員経歴等に詳細を掲載しておりますので、適宜ご参照いただきたいと存じます。 

では、選出区分ごとにご説明いたします。 
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名簿のうち、学校教育の関係者につきましては、再任であります、相模原市立向陽小学

校教諭の加瀬加寿恵氏、新任であります、神奈川県立弥栄高等学校教諭の山口文男氏の２

名でございます。 

社会教育の関係者につきましては、新任であります、相模原市文化財研究協議会会長の 

戸塚厚生氏、新任であります、相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会書記の岡井浩子氏

の２名でございます。 

家庭教育の向上に資する活動を行う者につきましては、再任であります、相模原市女性

学習グループ連絡協議会広報の井上博美氏でございます。 

次に、学識経験のある者につきましては、いずれも再任の、人文科学分野から東京家政

学院大学教授で同学院生活文化博物館館長の小瀬康行氏、自然科学分野から神奈川県立宮

ヶ瀬ビジターセンター館長の青木雄司氏、天文分野から宇宙航空研究開発機構宇宙科学研

究所助教の矢野創氏の３名。 

公募委員といたしまして、金子信男氏、霧生チエ子氏の２名を新たに委嘱するものでご

ざいます。 

なお、公募委員につきましては、５名の方から応募がございまして、選考会で２名の委

員を選考したところでございます。 

なお、任期は平成２３年１１月２０日から平成２５年１１月１９日までの２年間でござ

います。 

以上で、議案第４９号の説明を終わらせていただきます。 

よろしくご承認くださいますようお願い申し上げます。 

◎溝口委員長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 

◎小林委員 この博物館協議会では、先ほど部長から説明のあったように、館長の諮問に応

ずる、あるいは館長に対して意見を述べるということでございますが、どのような話し合

いがなされているのか、概要を教えてください。 

○井上博物館長 これまでに諮問に応じましてご審議をいただきましたことは、例えば、博

物館ネットワーク計画について、博物館の常設展示の大規模改修事業について、市民の学

習研究活動と博物館の役割について諮問をいたしまして、答申をいただいております。 

それ以外に提言としまして、資料の収集方針と保存計画について、あるいは常設展示の

あり方について、市民と博物館をつなぐための提言についてという提言をいただいており
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ます。 

  それ以外に、博物館で新年度の事業計画や過年度の事業結果についてご報告をし、それ

ぞれについて具体的にご指摘やご意見をいただいております。 

◎斎藤委員 先ほど公募委員が５名の公募から２人選ばれたとご説明がありましたが、どの

ような形で公募を行い、どのような基準で２名が選出されたのかについて、ご説明をお願

いいたします。 

○井上博物館長 今回の場合には、９月１日から９月２２日までを公募期間としました。広

報さがみはら、博物館のホームページ等々でＰＲをいたしまして、応募をいただいた方が

今お話のありました５人の方でございます。 

  応募に当たりましては、応募の動機を８００字程度でお願いし、１０月４日に公募委員

の選考委員会を行いました。この選考委員会は、学識経験者２名の方、担当いたします生

涯学習部長が選考委員を務めました。審査は、具体的には市内にお住まいの方かどうかと

いったなどの用件もございますが、そういう要件を満たしていれば、あとは応募の動機を

見まして、意欲、意識・関心の高さ、論旨の明確さ、こういう項目を評価していただき、

これについては点数化をして点数を出し、それを参考にしながら、選考委員会の場で各委

員が話し合いをして、総意で２名の方を選ぶ形にしております。 

  なお、その２名の方のうち、万一受けられなくなりましたということがあるといけませ

んので、次点の方を１人選ぶという形でやらせていただいております。 

◎斎藤委員 そうしますと、わざわざ公募をかけて公募委員に期待することは。どのような

ものと考えればよろしいでしょうか。 

○井上博物館長 市民の声を聞きたいというのが第一でございますので、市民の感覚を持っ

ていられる方といいますでしょうか、あまり極端なご意見というのは選考委員会の中でど

うなのかということが過去にもあったように思います。中には、非常にキャリアを持って

おられて、研究者に近い方が応募をされたことも過去にはあるのですが、学識経験者の方

が８人もいらっしゃいますので、例えば、親の目で意見をいただきたいとか、そういうこ

とで委員を選ぼうということで選ばせていただいています。 

  ですから、専門的な知識云々ではなく、市民感覚の中からご意見がいただけるかどうか

を期待しているところでございます。 

◎斎藤委員 年齢構成を見ると、偏っているかと思うのですが。例えば、公募でもよろしい

のですが、２０代、３０代といった方が興味を向けられるような仕掛けをぜひ、今後は考
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えていただきたいと思います 

○井上博物館長 承知しました。 

◎溝口委員長 戸塚厚夫氏の所属する相模原市文化財研究協議会とは、どういう団体なので

しょうか。 

○井上博物館長 文化財関係の研究サークルといいますか、市民の方のグループがございま

すので、そうしたグループが集まって協議会を形成しております。毎年、そういう研究協

議会の発表会などもされております。その中からお願いをしたものでございます。 

◎溝口委員長 具体的に、どんな文化財のどういう研究団体というのはございますか。 

○井上博物館長 考古を研究されているグループ、それから地域の歴史、例えば、相原なら

相原の歴史ということをやれている方。自然系ですと、斜面緑地にどんな生物がいるかと

いうことを研究されているグループもございます。どちらかといいますと歴史系といいま

すか、文系の方が多いかとは思いますが、割と幅広く市内の考古学ということでやってお

られる方もいらっしゃいますし、ある地域に特定して研究活動をされているグループもあ

り、様々だと思います。 

◎溝口委員長 例えば、津久井に鳥屋がございますが、文化財の神楽だったか、地域のお祭

りに、そういう催しがあるときに地域の方々が踊りや太鼓でお祭りみたいなことをする、

そういう団体も加入しているのですか。 

○井上博物館長 具体的に一つひとつのグループについては承知をしておりませんが、すべ

てのグループが協議会に参加をしてるわけではないようでございます。何十というグルー

プではなかったと承知しております。 

◎溝口委員長 ほかにご意見等ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ありませんので、これより採決を行います。 

  議案第４９号、相模原市立博物館協議会委員の人事についてを原案どおり決するにご異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ご異議ございませんので、議案第４９号は可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市スポーツ振興審議会委員の人事について 

□相模原市スポーツ推進審議会委員の人事について 
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◎溝口委員長 次に、日程２、議案第５０号、相模原市スポーツ振興審議会委員について及

び日程３、議案第５１号、相模原市スポーツ推進審議会委員の人事については関連する議

案ですので、一括して審議をしたいと思います。 

  提案理由の説明を求めます。 

○白井生涯学習部長 議案第５０号、相模原市スポーツ振興審議会の人事についてご説明申

し上げます。 

  本件は、相模原市スポーツ振興審議会委員の人事につきまして、教育委員会へ提案する

いとまがなかったため、教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第２項の規定に基

づきまして、教育長において臨時に代理処理をさせていただいたので、ご承認をいただき

たく提案するものでございます。 

  内容につきましては、スポーツ基本法の改正に伴い、関係行政機関の職員が委員となる

旨の記載が削除され、これを受けまして、本市のスポーツ振興審議会規則を９月３０日付

で改正を予定していましたところ、副市長の山口和夫委員から、任期途中の平成２３年９

月２９日付で辞職したい旨の申し出があり、教育長において臨時に代理処理をさせていた

だいたものでございます。 

  以上で、議案第５０号の説明を終わらせていただきます。 

続きまして、議案第５１号、相模原市スポーツ推進審議会委員の人事につきましてご説

明申し上げます。 

当議案につきましては、平成１９年から審議会委員を委嘱しております、金子登志子氏

につきまして、本年１０月２２日に任期満了となりますが、スポーツ基本法の改定などを

受けまして、スポーツ推進審議会組織の充実など、新たな取組を行うことなどから、再任

をお願いするものでございます。 

なお、相模原市スポーツ推進審議会は、スポーツ振興計画その他のスポーツの推進に関

する重要事項について、教育委員会の諮問に応じて調査審議し、その結果を答申し、又は

意見を建議することなどを職務としております。 

委員の定数は１０名でございますが、来年の４月には１５名に拡充することとしており

ます。 

以上で議案第５１号の説明を終わらせていただきます。 

よろしくご決定くださいますようお願いいたします。 

◎溝口委員長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお願いいたし
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ます。 

  山口副市長が途中で辞職いたしますが、そのかわりに金子登志子さんがおやりになるわ

けではないわけですね。 

○八木スポーツ課長 金子委員につきましては、これで３期目でございますので、継続とい

う形になります。ですから、山口委員のときには１０名だったのですが、辞職をされまし

たので９名という人数になります。 

◎小林委員 関連ですが、今年度中はずっと９名でいってしまうのかどうか。 

○八木スポーツ課長 今年度につきましては、９名で審議会を運営したいということです。 

◎大山委員 今期は９名の委員ですが、改選があって１５名に増員するというのは、仕事量

が多いとか、何か特別の理由があるのでしょうか。 

○八木スポーツ課長 先般、スポーツ基本法が改正をされまして、多面的にわたってスポー

ツが果たす役割が重要視されたという規定がございます。そうした中で、従来、スポーツ

振興法の中で、スポーツに関する学識経験のある者、そして関係行政機関の職員という規

定があった中での選出だったのですが、それが除かれたことがございます。 

  新たにスポーツ基本法におきましては、プロスポーツや障害者スポーツといった形で、

かなり多面的にわたっての規定がございますので、今後につきましては、ホームタウンチ

ームや障害者団体、さらには公募の市民の方などの幅広い委員を選出したいと考えており

ます。 

◎斎藤委員 今お話がありました新しい委員の選出について、来年４月には決定をしなけれ

ばいけないということで、今後の予定と計画を教えてください。 

○八木スポーツ課長 関係団体につきましては、関係団体の方に選出の依頼をすることを予

定しております。公募委員につきましては、予定では１２月１日の広報で掲載をしまして、

１２月末まで募集をかけたいと思っております。そして、３月末までには委員を決定し、

委嘱につきましては４月１日という予定でおります。 

◎斎藤委員 公募委員の要件ですが、何か具体的に要件をかけるというのはございますか。 

○八木スポーツ課長 今のところ特に要件は考えていないのですが、かなり広い団体の方か

ら委員になってもらう、そして市民の方からということでございますので、やはり市民の

方でもスポーツに関心のある方という形の中で募集をかけたいと、今のところはそう思っ

ております。 

◎溝口委員長 ほかに質疑、ご質問等ございませんでしょうか。 
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（「なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ありませんので、これより採決を行います。 

  議案第５０号、相模原市スポーツ振興審議会委員の人事についてを原案どおり決するに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ご異議ございませんので、議案第５０号は可決されました。 

  次に、議案第５１号、相模原市スポーツ推進審議会委員の人事についてを原案どおり決

するにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ご異議ございませんので、議案第５１号は可決されました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

□相模原市スポーツ推進委員の人事について 

◎溝口委員長 次に、日程４、議案第５２号、相模原市スポーツ推進委員の人事についてを

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

○白井生涯学習部長 議案第５２号相模原市スポーツ推進委員、旧体育指導委員のことでご

ざいます、の人事についてご説明申し上げます。 

本件は、相模原市スポーツ推進委員の人事につきまして、教育委員会へ提案するいとま

がなかったため、教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第２項の規定に基づきま

して、教育長において臨時に代理処理をさせていただきましたので、ご承認をいただきた

く提案するものでございます。 

内容につきましては、平成２５年３月までの任期でご委嘱申し上げておりました、伴ノ

内靖子委員から、任期途中の平成２３年９月３０日付で辞職したい旨の申し出があり、教

育長において臨時に代理処理をさせていただいたものでございます。 

なお、伴ノ内委員は、上鶴間公民館推薦の委員であり、後任については、現在、上鶴間

公民館に依頼をしております。 

以上で議案第５２号の説明を終わらせていただきます。 

よろしくご決定くださいますようお願い申し上げます。 

◎溝口委員長 説明が終わりました。これより質疑、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 
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◎小林委員 そうなりますと、上鶴間公民館では現在、欠員状態が生じているということで

すが、それを市内全体に見てみますと、市内全体のスポーツ推進委員の欠員状況はいかが

でしょうか。 

○八木スポーツ課長 市内の欠員状況ですが、定員が２５３名で、現在、伴ノ内さんが辞職

されまして、現員は２４１名で、市内全体で欠員は１２名でございます。 

◎小林委員 その欠員による影響は、何か具体的に出ておりますか。 

○八木スポーツ課長 欠員が生じている公民館については、活動としては影響があるとは思

いますが、特に具体的な報告は受けておりません。地域の活動につきましては、公民館、

体育部員、健康づくりの普及委員、また、地域の方々のご協力によりまして、体育事業を

運営している状況でございます。いずれにしても、人数が少ないことによる影響は少なか

らずありますので、欠員につきましては公民館で選出に向け、努力をしている最中でござ

います。 

◎大山委員 辞職ということで欠員が生じた場合、その地区から選出されるわけですね。 

○八木スポーツ課長 はい。 

◎大山委員 そうしますと、何か特別の技能等を必要とするということで、その地区に人材

がないということなのでしょうか。 

○八木スポーツ課長 スポーツ推進委員には、やはりスポーツに理解がある方をお願いして

いるのですが、どうしてもスポーツ推進委員の活動自体が土日や夜間が多いということで、

今、生活のスタイルや仕事の勤務形態が多様となっている中、地域の活動に協力をしてい

ただける方を選出することが難しいという状況でございますが、引き続き選出の努力をし

ている最中でございます。 

◎溝口委員長 ほかにご意見等ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ありませんので、これより採決を行います。 

  議案第５２号、相模原市スポーツ推進委員の人事についてを原案どおり決するにご異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎溝口委員長 ご異議ございませんので、議案第５２号は可決されました。 

以上で本日の議事は終了いたしました。 

次に、委員の皆さんから何かございますでしょうか。 
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（「なし」の声あり） 

◎溝口委員長 事務局の方もよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

◎溝口委員長 では、ここで、次回の会議予定日を確認いたします。 

次回は、１１月１７日、木曜日、午後１時３０分から当教育委員会室で開催する予定で

よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

◎溝口委員長 それでは、次回の会議１１月１７日、木曜日、午後１時３０分の開催予定と

いたします。 

以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

  これをもちまして、定例会を閉会いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   □閉   会 

午後２時５８分 閉会 

 


